
 

「東北圏広域地方計画」推進に関する情報紙 

『東北圏だより』            
 

「山形デスティネーションキャンペーン開催！」 山形県  

 山形県では、６月 14 日（土）から９月 13 日（土）まで、「山形デスティネーションキャンペーン（山

形ＤＣ）」を開催します。 

 ＤＣは、地方自治体等がＪＲグループと連携して、対象エリアの集中的な宣伝を広域で実施することに

より、全国からの誘客を図ることを目的とする日本最大規模の観光キャンペーンで、山形県は６回目の開

催となります。 

 山形ＤＣは、｢日本人の心のふるさと 美しい山形｣を実感できる滞在型

の旅の提案を基本コンセプトとし、懐かしさ（花笠まつり、新庄まつりな

ど）、美味しさ（さくらんぼ、米沢牛などの豊富な食）、温かさ（県内 35

市町村全てに湧く温泉、人情など）、奥深さ（出羽三山に代表される精神

文化など）に出会う旅を提案していきます。 

６月２１日（土）～２２日（日）には、山形市の七日町通りを会場とし、

「日本一さくらんぼ祭り」が開催され、「日本一巨大な“流しさくらんぼ”」、

「日本一おいしい“山形さくらんぼ”すこだま（たくさん）振る舞い」、「日

本一さくらんぼ好きな“さくらんぼ祭り応援大使”」といった、「３つの日本一」でおもてなしいたします。 

その他、山形ＤＣ期間中には、夜間に養分を蓄え、甘く身がしまってパ

リッとしたさくらんぼが楽しめる「朝摘みさくらんぼ」（６月～７月中旬）

や、山形県内６つの国宝を一斉公開する「国宝を巡る旅」（６月１４日（土）

～７月１７日（木））など、観光誘客のための様々な特別企画が行われま

す。 

また、山形ＤＣに合わせ、新たなエクステリアデザインの山形新幹線「つ

ばさ」が登場し、７月１９日（土）からは新幹線初となる、乗ること自体

が目的となる列車「とれいゆ つばさ」が運行される予定となっておりま

す。 

県民みんなでおもてなしの心でお迎えいたしますので、ぜひ山形へお越

し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

【終わりに】 

山形ＤＣのキャンペーンキャラクター「きてけろくん」を紹介します。 
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▲朝摘みさくらんぼ（イメージ） 

▲日本一さくらんぼまつり 

▲国宝を巡る旅 

（例：縄文の女神） ▲「とれいゆ つばさ」（イメージ）▲「つばさ」新エクステリア 



「きてけろくん」は、わかりやすく親しみやすい、山形県のカタチ「人の顔」をモチーフ

に、山形を訪れる人、山形に住んでいる人の「ほのぼのとした姿」を表したキャラクター

です。 

DC 直前を迎え、「山形県おもてなし係長」として、PR に大忙しの「きてけろくん」。 

みなさん「きてけろくん」を見かけたら、ぜひ温かい声援をお願いします。 

 

 

  平成２７年 早期 全線開通＊常磐道の復旧・整備について    東日本高速道路株式会社 

福島第一原子力発電所の事故発生に伴い工事を中断していた常磐自動車道広野インターチェン

ジ（ＩＣ）～南相馬ＩＣ間（延長４９ｋｍ）について、環境省による除染モデル事業が終了し、除

染工事に着手することを受けて、平成２４年９月より全区間で復旧・整備工事を行っています。 

また、同省による常磐道の除染工事が平成２５年６月に終了したことから、常磐富岡ＩＣ～浪江

ＩＣ間の帰還困難区域内についても、平成２５年１０月から復旧・整備工事に着手しています。 

弊社といたしましては、国や地元関係機関のご指導及び住民の皆さまのご協力をいただき、諸課題を克服しつ

つ、開通に向け全社総力を挙げ取り組んでまいります。 

 

 

開通の目標 

・浪江 IC～南相馬 IC 間（延長 18km）は平成 

26 年内の開通を目指します。 

・常磐富岡 IC～浪江 IC 間（延長 14km）は、平 

成 27 年のゴールデンウィーク前までに開通す 

ることを目指します。 

・広野 IC～常磐富岡 IC 間（延長 17km）は平成 

26 年 2 月 22 日再開通。 

 

 

 

詳しい内容については、こちらをご覧ください。 

  ・東日本高速道路株式会社東北支社ＨＰ http://www.e-nexco.co.jp/ 

  ・常磐自動車道専用ＨＰ http://jobando.jp/ 

▲福島県双葉郡浪江町内の施工状況（平成26年4月） 



  第２５回 東北圏広域地方計画協議会 検討会議 幹事会の開催報告  東北圏広域地方計画推進室 

去る５月２９日（木）に第２５回東北圏広域地方計画協議会検討会議幹事会が開催されました。今回の幹事会

では、最初に、東北圏広域地方計画の今後の進め方について説明を行い、続いて、平成２５年度東北圏広域地方

計画フォローアップについて、計画の進捗状況を把握するために設定

するモニタリング指標の説明を行い、各構成機関よりモニタリング指

標について了解が得られました。 

また、本文については、『東北圏広域地方計画の推進状況について（第

一次案）』をベースに後日、意見照会を実施し、反映・調整していくこ

ととしました。 

現在、各構成機関の皆様に東北圏広域地方計画の推進状況に関する

意見等の提出をお願いしておりますので、ご協力のほど、よろしくお 

願いいたします。 

 

  編集後記    

今年も梅雨の時期に入りましたが、少し前までは全国各地で猛暑日が続くなど、今年も異常気象を予感さ

せる天候が続いておりました。この時期に風邪を引きやすい私としては、体調管理に気をつけなければと思

う今日この頃です。各構成機関の皆様におかれましても、体調を崩さぬようご留意いただき、災害発生が多

くなる季節に向けて万全の体制を整えましょう。 

 

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』へのご

質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さい。 

メールアドレス：kou-suishin2@thr.mlit.go.jp 

▲幹事会の様子 


